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	応用
	抗原情報
	背景
	KITは、プロトオンコジーンc-kitのヒト相同遺伝子をコードしています。c-kitは、ネコ肉腫ウイルスのオンコジーンv-kitの細胞相同遺伝子として初めて同定されました。KITは、MGF（マスト細胞増殖因子、幹細胞因子とも呼ばれる）の3型膜貫通受容体です。KITの変異は、消化管間質腫瘍、マスト細胞疾患、急性骨髄性白血病、およびまだら症に関連しています。サイトカインKITLG/SCFの細胞表面受容体として機能するチロシンタンパク質キナーゼは、細胞の生存と増殖、造血、幹細胞の維持、配偶子形成、マスト細胞の発達、遊走と機能、およびメラニン形成の調節に重要な役割を果たしています。KITLG/SCFの結合に応答して、KITはいくつかのシグナル伝達経路を活性化することができます。 PIK3R1、PLCG1、SH2B2/APS、CBLをリン酸化します。ホスファチジルイノシトール3キナーゼの調節サブユニットであるPIK3R1をリン酸化することで、AKT1シグナル伝達経路を活性化します。活性化KITはGRB2を介してシグナル伝達を行い、RAS、RAF1、MAPキナーゼMAPK1/ERK2および/またはMAPK3/ERK1を活性化します。STATファミリーメンバーであるSTAT1、STAT3、STAT5A、STAT5Bの活性化を促進します。PLCG1の活性化は、細胞シグナル伝達分子であるジアシルグリセロールおよびイノシトール1,4,5-トリスリン酸の生成につながります。KITシグナル伝達は、タンパク質ホスファターゼ、および受容体の急速な内部移行と分解によって調節されます。活性化KITは、タンパク質ホスファターゼPTPN6/SHP-1およびPTPRU、ならびに転写因子STAT1、STAT3、STAT5A、STAT5Bのリン酸化を促進します。PIK3R1、CBL、CRK（アイソフォームCrk-II）、LYN、MAPK1/ERK2および/またはMAPK3/ERK1、PLCG1、SRC、SHC1のリン酸化を促進します。
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	c-Kit (8Y9) ウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用してマウス脳組織抽出物のウエスタンブロット分析を行いました。

